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防衛医科大学校病院の理念

高度で安全な医療を提供しつつ地域医療
並びに自衛隊の医療・衛生活動に貢献し
、優れた自衛隊医官・看護官等を育成し
ます。
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防衛医科大学校病院の目標

• 豊な人間性と倫理観を備え広範な臨床能力を有す
る医官を育成する

• 自衛隊医療・衛生活動に貢献する

• 安全で良質な医療を提供する

• 地域医療に貢献する

• 災害時医療を実践する

• 患者さんの立場に立った全人的医療を実践する

• 高度先進医療を開発し実践する
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病院施設基準

• 特定機能病院

• 臨床研修指定病院

• 新専門医制度での19基本領域の基幹病院

• 災害拠点病院

• 救命救急センター

• 救急告示病院指定医療機関

• 埼玉県がん診療指定病院

• エイズ拠点病院

• 労働者災害補償保険法指定医療機関

• 難病法指定医療機関

• 小児慢性特定疾病医療機関

• 第1種感染症指定病院取得（平成30年度内） 4



防衛医科大学校病院の概要

開設者 防衛大臣

病床数 届出病床数 800 床

・一般 754 床

・感染症 10 床

・精神 36 床

稼働病床数 543 床

東棟改修工事中
平成32年度末終了予定
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西棟
東棟

東棟改修工事中
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診療体制

• 常勤医師 207 名

• 初期研修医 100 名

• 後期研修医 146 名

• 歯科医師 8 名

• 看護師 441 名 （10:1看護体制）

• 助産師 10 名

• 薬剤師 23 名

• 臨床工学士 6 名

• 放射線技師 23 名

• 臨床検査技師 34 名
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入院、外来患者数(平成29年度)

• 入院患者

在院患者数 440 名

病床利用率 82.7%

平均在院日数 13.1 日

重症度看護必要度 30.4%

• 外来患者

1日外来患者数 1,142 名
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病床機能報告

• 14看護単位

• 高度急性期 12 床 （ICU+CCU）

急性期 500 床

回復期 0 床

慢性期 0 床

将来的には600床、16看護単位、7:1看護を目指す
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救急患者受け入れ状況(平成29年度）

受け入れ患者延べ数 5,433 名

救急車受け入れ件数 2,576 件

一次 3,015 名

二次 1,290 名

三次 619 名

入院となった患者数 2,187 名
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緊急IVR件数（平成29年度）

緊急IVR件数 319 件

・ 放射線科 195 件
出血に対する塞栓術等

・ 脳外科 35 件
脳出血、脳梗塞

・ 心カテ 99 件
心筋梗塞
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分娩数(平成29年度）

分娩数 365 件

帝王切開 163 件 （45%）

ハイリスク妊娠 44 件 （12%）
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平成28年～32年

防衛医科大学校の中長期計画

地域医療に貢献しつつ、防衛医科大

学校病院等の運営の改善を含め、効

率的かつ質の高い医療体制の確立を

図る。
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防医大病院の運営改善
⇒ 病院運営の効率化、救急医療能力及び医療安全及び感染症対策の向上を検討

医療安全

及び感染

症対策の

向上

病院運営の

効率化

初期救急医
療能力の向
上及び回復
期医療への
シームレス
な診療体制
確立

作用のイメージ
◎ 初期救急医療能力の向上及び回復期医療へのシームレス
な診療体制確立

◎ 医療安全及び感染症
対策の向上

◎ 病院運営の効率化

○ 二次救急患者の各診療科間
の調整及び初期診療を行う部門
を設置
○ ICU・HCU等の拡充や病棟再編
を行う事により回復期医療への
シームレスな診療体制を整備

○ 入退院調整機能を強化し、症例数を確保

○ 医療安全の確保及び感染症対
策に資する組織体制の検討

○ 人員の適正配置の検討及び医
療の質の向上と病院運営の改善

防医大病院の運営改善・活性化のため、運営の効率化や適切な診療態勢の確保
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防衛医科大学校病院が地域
において今後担うべき役割

• 特定機能病院、救命救急センター、災害拠点病
院、がん診療指定病院として高度な医療の提供

• 優れた医官、看護官の育成

• 国立の医科大学病院として、不採算部門である
救急、小児、周産期、災害に関わる医療の提供
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